
令和 8 年度 北海道支部事業方針・計画

Ⅰ．事業方針

道内のエネルギー環境分野は、次世代産業（半導体やデータセンター）の進出に伴う電力需

要の急増、「泊原発 3 号機」の再稼働プロセス、そして全国トップクラスの「再生可能エネルギ

ー」ポテンシャルを背景に転換期を迎えています。

こうした状況の中，「ゼロカーボン北海道」の実現を見据え、環境対策と経済成長を同時に進

める「グリーントランスフォーメーション（GX）」の取組みが随所に見受けられます。

北海道支部においては、賛助会員の皆さま、および地元関係機関・団体と密接に連携し「エ

ネルギー全体の使用合理化」に資する取組を展開することで「GX」具体化における支援に尽力

します。

Ⅱ．事業計画

１．エネルギー利用の最適化等に向けた政策への協力

（１）診断等による中小企業等のエネルギー利用最適化支援

・中小企業等の工場・ビル等へエネルギー管理の専門家を派遣して、エネルギー利用最適化の

観点からの診断指導（最適化診断）の実施

・地域の金融機関、省エネ機関，中小企業機関との連携

・省エネ診断等を担う専門人材の育成

（２）省エネ法等に係る政策協力

・特定事業者を対象に，原単位の悪化・改善要因，改善策の進捗，遵守状況等についての確認

調査の実施

２．省エネ関連情報の発信

・「2025 年度省エネ大賞」「ENEX2026」等の情報発信については、支部独自のメール配信シス

テムや提携先のメールマガジン等を活用して補完

３．カーボンニュートラルに向けた支援サービスの拡充

（１）地域における CN 関連活動等への支援

・地方公共団体等が実施する CN 関連の活動に対する支援ニーズを把握し、助成事業の運営等

への協力

（２）人材育成のための講座等による支援

・地方公共団体等が行うセミナー等への講師派遣や企業等の個別ニーズに応じたカリキュラ

ム・プログラムによる講座開講支援



（３）資格認定制度の案内 

・「エネルギー診断プロフェッショナル」 

・「エネルギー診断プロフェッショナル（ビル管理）」 

・「省エネ・脱炭素エキスパート（ビル分野）」 

・「省エネ・脱炭素エキスパート（家庭分野）」 

 

（４）賛助会員へのサービス拡充 

・会員紹介(月刊「省エネルギー」記事掲載) 

・エネルギー管理表彰（省エネ推進功労者） 

 

４．国家試験等の円滑な実施 

（１）エネルギー管理士試験 

 ・試験日・会場：令和 8 年 8 月 2 日 北海道経済センター(札幌市中央区) 

 

（２）研修・講習（オンライン方式）の案内 

・「エネルギー管理研修」 

・「エネルギー管理講習（新規講習）」 

・「エネルギー管理講習（資質向上）」 

 

以 上 


